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などから判断している (Rodríguez & Palacios, 2007; Sebanz, Bekkering, & Knoblich, 2006)。
これらの手がかりのうち、視線方向や体の向きは必ずしも他者に「見せる」ために意図
的にコントロールされるわけではない。その一方で、指さしはほとんどの場合、相手に
「見せる」ために能動的に行われると考えられる (Bates, Camaioni, & Volterra, 1975; 
Bangerter, 2005; Franco, Perucchini, & March, in press)。したがって、1歳齢幼児は指さしを
用いることによって、例えば「自分のほしいものは何か」など、自分の考えや意図を初





えば、 Carpendale & Lewis, 2004; Desrochers, Morissette, & Richard, 1995; Vygotsky, 1978)。 
1 歳齢児が指さしによって養育者と積極的にコミュニケーションを行っていると考え
られる根拠の 1 つは、1 歳齢児が独りでいる場合と比較して、コミュニケーションの相
手である養育者がいる場合に多く指さしを行うことである (Franco & Wishert, 1995; 












1歳齢児が独りでいる場面で指さしをする頻度 (Franco et al., in press)、あるいは同室内に
同年齢の幼児がいる場面で 1歳齢児が指さしをする頻度 (Franco & Wishert, 1995) とを
比較し、養育者のいる場面においてより高い頻度で指さしを行うことを示している。し
かし、1 歳齢児が独りで室内にいる、あるいは同年齢の見知らぬ他児と 2 人だけで部屋
にいる状況というのは、幼児にとって不自然であると思われる。幼児から養育者の姿を













































本研究の観察は、大阪市内の S 保育園に在籍している 1 歳齢幼児を対象に行われた。
観察の開始時、幼児の数は 13名 (男児 7名、女児 6名) であり、観察期間中に 17名と
なった (男児 10名、女児 7名)。観察対象児は、これらの幼児のうちの 13名 (男児 7名、
女児 6 名) であった。それぞれの観察対象児の保護者には、研究の趣旨を文書にて説明
し、観察を行うことに対して同意を得た。 












観察には1セッション20分間の個体追跡サンプリング (マーティン・ベイトソン, 1990) が
用いられた。観察者は対象児の周囲 5メートル以内を、周辺の様子が分かるように 8mmVTR
カメラ (SONY製? TRV92) を用いて撮影した。観察対象児 1名につき 16セッションの観察































(1人あたりのペアの数の平均: 21.8; レンジ: 17-27)。 







ついて、幼児と保育士との距離 (近接 vs. 非近接)、ならびに幼児の指さしに伴う発声の
有無 (発声が伴っている vs. 伴っていない) を要因とする繰り返しのある 2 要因分散分
析を行った (Figure 1)。その結果、保育士からの言語的応答の生起率には、幼児と保育
士との距離と、幼児の指さしに伴う発声の有無との間で交互作用が認められた (F (1, 12) 
= 7.60, p < 0.05)。単純主効果を明らかにするために対応のある t検定を実施した。その結
























































































割合を、幼児が指さしを行った場面と統制場面とで比較した (Figure 2)。対応のある t
検定を行った結果、統制場面において幼児と保育士とが近接している割合と比較して、
指さしを行った際に幼児と保育士とが近接している割合が高かった (対応のある t検定: 
t = 8.01, df = 12, p < 0.01)。この結果から、幼児は指さしを行わない場合と比較して、指
さしを行う場合に、保育士と近接していることが多いことが明らかとなった。 
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「保育士との距離」×「指さしに伴った発声の有無」 F  (1, 12) = 7.60
単純主効果
発声なし t  (12) = 6.17
近接 t  (12) = -0.75
非近接 t  (12) = 2.73
発声の有無ごとの保育士の距離の比較
発声あり t  (12) = 2.63

























で、幼児が指さしに発声を伴わせる割合に差があるとはいえなかった (対応のある t 検

























































































































養育者は幼児の指さしに対して高い割合で言語的に応答する (Kishimoto, Shizawa, 




















養育者は幼児の発声に大変敏感であることが示されている (Beaumont & Bloom, 1993; 
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対して微笑や発声、両手を打つといった伝達的な関わりかけを増加させることが知られ
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The Effect of Spatial Proximity to Caregivers 
on the Pointing Gestures of One-year-olds 
 
Takeshi KISHIMOTO and Toshihiko HINOBAYASHI 
 
In the current study, we investigated the effects of spatial proximity between infants and 
nursery staffs on (1) the rate at which the nursery staffs verbally responded to the infants’ 
pointing gestures, (2) whether or not infants pointed, and (3) the rate at which infants associated 
vocalization with their pointing gestures. We compiled 283 pointing and matched-control data 
from 18-month-old infants (7 boys and 6 girls) during free-play time in a nursery classroom. The 
results showed that the nursery staffs verbally responded to the infants’ pointing gestures at a 
higher rate when they were near the infants than when they were away. When the nursery staffs 
were around the infants, they responded to infants’ pointing gestures with an equivalent number 
of verbal responses with and without vocalizations.On the other hand, when the nursery staffs 
were away from the infants, they made more verbal responses in response to the infants’ pointing 
gestures with vocalizations rather than without them. The rate at which infants were proximate to 
the nursery staffs was higher when infants pointed than matched-control, suggesting that infants 
pointed to caregivers who were nearby in order to effectively elicit verbal responses from them. 
However, there was little evidence that infants associated their vocalization with pointing 
gestures in order to elicit verbal responses from to nursery staffs when the latter were away from 
them. 
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